
Ｑ：習志野市のICT施策の取り組みについて伺う。

Ａ：AIを用いた会議録システム、タブレット端末導入によるペーパーレス化、AI
チャットボットの実証実験を予定している。
今後はキャッシュレス決済の更なる拡大やLINEを活用した行政サービスの実
施を検討している。

要望：多くの市民が利用しているLINEをプラットフォームとして活用する事で災
害時の情報提供も含めて非常に効果が期待される。
積極的な検討と導入を要望。

今こそ
若い力で
新しい習志野。

ICT施策の取り組み状況について

Q：市川市が策定したDX憲章について伺う。

A:本憲章の目的として、デジタル技術を積極的
に活用する事により、業務の無駄の削減、経
営資源を効率よく使い、新たな価値の創造へと
シフトするとされている。

要望：習志野市のICTは後れを取っている。本
市ではICT推進係しかない。
課の創設や民間活力の導入を図るよう要望。

DX憲章について

令和2年11月発行

自治体におけるDX推進の意義

自治体においては自らが担う行

政サービスについて、デジタル技
術やデータを活用して、住民の利
便性を向上させるとともに、デジ
タル技術やAI等の活用により業

務効率化を図り、人的資源を行
政サービスの更なる向上に繋げ
ていくことが求められる。

習志野市でも積極的に推進して
いくことが重要です。



Dynabook K50
・画面が完全自立し、机から滑り落ち
る心配がない
・小さな手にもフィットする打ちやすい
キーボード
・約16時間のバッテリー駆動、急速充
電にも対応

Ｑ：コロナ禍の学びの保障について伺う。

Ａ：臨時休業中は課題を配布しての家庭学習や、学習応
援サイトの開設等で学びを支援してきた。今後はオンラ
イン授業に対応できるようにタブレット端末の整備を進
め、学びの保障を行っていく。

要望：タブレット端末を最大限活用した学びの保障。いじ
め、教育相談の充実、適正規模・適正配置を軸とした学
びの保障の実現と共に、家庭教育支援条例の制定を再
度要望。

支給されるタブレット
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市内児童生徒にタブレット端末を支給

市政報告会

「新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波が想定
されるなか、ＩＣＴの活用により全ての子ども達の学
びを保障できる環境を早急に実現するべく、一人１
台のタブレット端末の整備を令和５年度から令和２
年度に前倒しする。併せて家庭でも繋がる通信環境
を整備する。」

小学校９２７１台、中学校４０７０台のタブレット端末
を購入。このほか、自宅にルーターがない家庭のた
めに、小学校４９８台、中学校３５２台のルーターを
購入し、ルーター通信費３か月分の予算も確保しま
す。

コロナ禍の学びの保障 LINEでいじめ相談

長野県教育委員会のLINE相談

専用アカウント「ひとりで悩まな
いで＠長野」で中高生の悩み
相談を受け付けたところ、2週

間で時間外のアクセスを含め
ると約3500件あった。前年度１
年間の電話相談は259件。

習志野市でも早急な導入を。


